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繋ごう未来へ (心に残る 40 周年記念式典をみんなの力で)                                    

会長：美谷添里恵子  副会長：山下誠  幹事：畑中知昭   

  第１９２３回  平成３０年 １０月 １０日（水） 

本日の行事 クラブフォーラム（記念式典について）
2018－19 年度     美谷添里恵子会長          

幹事報告         畑中知昭幹事 

＊ガバナー事務所より 

・バギオ訪問交流の旅 募集 

・10月リソースの案内   

「経済と地域社会の発展月間」「ポリオデー」 

・決議審議会よりお知らせ 

＊地区事務所より  

・次期米山奨学生世話クラブ説明会の案内    

・クラブ増強状況報告書 7～8月分 

＊各務原 RC より 第 2回会長幹事会の案内 

＊各務原中央 RC より ゴルフ大会の礼状 

＊関ＲＣより「ブレス幸せの呼吸」上映会の案内 

＊郡上かるた委員会よりポスターと協賛依頼 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

第１９２２回例会 

会長挨拶                        2018－19年度 美谷添里恵子会長 

 9 月も終わりに近づいて、すっかり秋めいてきました。一昨日は仲秋の名月で綺麗な月でした。 

本日の卓話、松葉建装様ありがとうございました。私は放映されましたＢＳＴＶの「1 滴の向こう側」は前

篇しか見ていませんが、とても感動しました。郡上にもこんなに素晴らしい技術者（職人）がいることに誇

りに思いました。原動力となったという息子さんの作文も素晴らしかったです。お父さんの背中を見てお父

さんのようになりたいと思ってもらえるなんて、父親としてはこれ以上ない喜びだと思います。 

卓話から今日の会長の時間は、日本の伝統的な仕事について在日フランス大使のポール・クローデル氏語っ

ていたことを話したいと思います。 

「世界は日本を待っている」 

「私がどうしても滅びてほしくない民族があります。それは日本人です。 

四方を海に囲まれた東方の島国、ニッポン。自然を崇拝し、自然と調和しながら独自の文化を築き上げた国、

日本。誠実、勤勉、礼節、友愛を尊び、異文化を取り入れて新しい文化を宿らすモノづくりへの拘りは、世

界に誇れる無形文化だといえましょう。しかし昨今はその誇りを自ら傷つけ、萎縮してしまってはいないで

しょうか。日本は、自信をもって世界をリードすればいいのにと、その深くて大きい精神性にも、美意識に

も、私は誇りと友情を感じています。ともに胸を張って進もう！」 

と私たち日本人にエールを送ってくださいました。でも最近の日本は、その日本らしさがどんどんなくなっ

ているのではないかと恥ずかしくなってきます。しかし今ならまだ間に合うのではと思います。今、日本の

大切な伝統的な技術を受け継がなければ、ここ数十年で消滅してしまう伝統技術が多く存在する、と言われ

ています。その原因の一つは和室が日本家屋から消えつつある現状、畳や障子、ふすま、土壁などほとんど

使われなくなってきました。今この伝統技術を伝承していかなければ日本人だけではなく、世界の損失にな

るだろう。私たち日本人はもっと未来のことを考えていかなくてはいけないのでは、と外国の人に教えられ

ました。 

最後に郵便番号が始まって今年で 50年目だそうです。手紙を手仕事で仕分けしていた作業が機械で出来る

ようになりました。読み取りにくい数字を読み取るのは難しかったそうですが、それを可能にしたＡＩ機能

の開発は東芝の 20 代の研究員だったそうです。今ではこの技術は自動改札などに利用され、各国に輸出され

ているそうです。日本の研究技術はすごいと改めて感心ました。伝統を大切にしな

がら新しい開発を挑戦できる日本人は本当に素晴らしいと思っていますし、今後未

来も希望が持てると思いました。今日の松葉さんの卓話は心にしみるお話でした。 

外来卓話                               

松葉建装 松葉和道様   

 皆さん今晩は、大和で左官行を営んでおります松葉建装の松葉和道です。本日

はこのような場を設けていただきありがとうございます。左官をもっと色々な方



に知っていただく良い機会だと思っています。去年の出来事も含めて、自分をもう一度振り返る貴重な

場だと思っています。 

 昔は大工と同じくらい大事な職種で、壁を作る仕事でした。壁は竹から編んで泥を付ける作業です。

近年ではそういった作業がなくなり、新しい材料が出てきていいものが出来始めると言った感じです。

左官業は職人の手で作ります。出来たものを貼り付けるのではなく現場で作り上げていきます。現代で

はいい物がありますが、古くからある伝統を守りながら後世に残していくことが僕たち任務だと思いま

す。自分の原動力になった出来事がありましたので、是非皆さんに聞いていただきたいと思います。 

「僕の夢はアートな左官屋」僕は有名な左官屋に絶対になります。左官屋になることは小さい頃からの

夢でした。僕は左官屋になろうと思ったきっかけは、かっこいい壁を縫っているお父さんやお爺ちゃん

の姿を見てきたからです。お父さんやお爺ちゃんが塗る壁には個性があります。例えばお父さんはわざ

と塗ったばかりに見えるように、波を作って縫っています。僕はその人しか生み出せない個性のある壁

で素敵だなと思いました。お父さんが塗った壁をお客さんが見に来て、是非うちの壁にも塗ってくださ

いと予約があるとすぐ塗りに行く姿も格好いいです。お爺ちゃんは僕の家の壁も塗っています。僕の家

の壁の壁には少しワラを入れて塗っている所も素敵だなと思います。塗ったり作ったりするときはテー

マを決めて小手を使い分けていくそうです。僕も工夫をすることが大好きです。また仕事がある時も、

時間を見て僕を釣りに誘ってくれたり、道具の使い方を教えてくれたりするところも大好きです。怪我

をしたり失敗してもあきらめないで最後までやっている所もすごいなと思います。僕も早く一人目の左

官屋になって塗っていきたいです。自分らしさが出るように工夫する事と、どんなことがあってもあき

らめないでやり続けることを大切にしていきたいです。その為にもこれからもお父さんやお爺ちゃんの

手伝いをしていきたいです。」（一部省略） 

僕の息子の作文です。こんなことを聞くと嬉しいです。何でもできる気がしてきました。そんな流れ

で何事もやらないことよりやって挑戦することだと強く感じました。左官の県の代表を受けることにな

り、岐阜で全国大会を開催しまして、技能競技大会に出場しました。すべて去年一辺にこの年に集中す

る事になったわけです。競技大会の会場で、取材に来ていたディレクターに声を掛けられ、その題名が

ＢＳ一滴の向こう側という番組です。前篇ですが見て頂こうと思います。 

朝早くから夜遅くまで仕事をしながら練習を見に来てくれた人、何より家族の支えがあったのでここ

まで来れたと思います。自分でやりたいこと、出来ること、出来ると思う気持ちが大変嬉しく、感謝で

いっぱいです。技術もさることながら、思ってくれている人がいるからこそできたと思います。今後、

左官の未来を築いていくためにも頑張って行きたいと思いますので、よろしくお願い致します。                  

会員３分間スピーチ                             美谷添生君 

今月１５日に、南米コロンビアから高校生が来ました。というのは東京オリンピック・パラリンピックに政

府が地域で総合貢献をしていただく自治体を探していると云う事で、郡上市が応募していました。来年ラグ

ビーのワールドカップが日本で開催されます。開催誘致をしていましたが当選できませんでしたが、コロン

ビアのホストタウンに郡上市が正式に登録されました。今回、東京オリンピックに７人制のラグビー競技が

正式種目になりました。高校生の選手 15名が郡上に訪れてくれ、15 日に高鷲でウエルカムパーティーをし

て参加しました。16 日は親善試合がありましたが、日本の選手はかなわず、かなりの差があると感じました。

国際交流をしながらオリンピックに向かっていくのだと身をもって感じました。 

私の家の事ですが、台風が来て稲がくしゃくしゃになりそうだったので、23日の食の祭典の閉会式は欠席を

して、次の日は雨の予報だったので、稲刈りをしようと思い、総勢 11名ほどで稲刈りをしました。稲架かけ

をしているので、この頃ない光景だなと思いながら稲刈りを済ませました。 

ニコＢＯＸ                         ニコＢＯＸ委員会 藤代昇君 

美谷添里恵子君 松葉様、本日は卓話よろしくお願いします。楽しみにしています。 

同文 三島昭君、寺田正実君、小島君、三島勲君、旭君、大村君、石徹白君、佐藤君、原君、畑中君  

岩谷君ようこそ大和へ。松葉さん、よろしくお願いします。家の壁も松葉左官屋さんに塗ってもらいました。 

寺田澄男君 大和例会設営の委員会の皆さん、ご苦労様です。白鳥踊りも 24 日の白鳥神社の拝殿踊りで夏も

終わりです。23 日の駅前変装踊りには昨年の 4割増しの 43 チーム、286名の参加をいただきました。また、

22 夜、無事故で終えられ悪天候もありましたが、昨年に並ぶ人々に来ていただき感謝です。 

藤代君 松葉様、前にテレビで見させて頂きました。大変素晴らしい技術で昔からの伝承を続けておられま

す。これからも頑張ってください。卓話楽しみに聞かせて頂きます。 

松森君 松葉和道君、本日はありがとうございました。これからも応援しています。 

井俣君 白鳥の変装踊りに出場して優勝できたことが嬉しかったです。 

和田君 ゴルフ旅行の為、欠席します。申し訳ございません。(本日 17,000 円 累計 238,500 円)

出席報告 会員数 出席者数 欠席者数 補正者数 出席率 

第 1921回 ３４名 ２２名 １２名  64.71％ 

第 1922回 ３４名 ２０名 １４名  58.82％ 



 


